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特集 「木星 に衝突する醤星 ：シュ
ー

メイカー ・ レビー 9」

惑星科学メイ リング ・ リス トか ら

高木 靖彦 1
takagi＠ toho−jc．ac ．jp

1． Mailing　List

　惑星科学メ イリ ン グ ・リス トは，研究の ための

有効な連絡手段 となっ て きた電子メール を日本の

惑星科学者の 間で も活用する目的で，1991年 12月

に開設 されたもの である．その 後 ， 研究会の連絡

等に関しては多くの ア ナ ウ ン ス が行われる ように

なり，それな りの役割は 果 して きた．しか し， 流

れる記事の 量がそれ程多くな く，当初考えて い た

程の 役割を果たすに は至 っ て い なか っ た と言える．

そん な中，本号特集の Shoemaker−Levy 第 9彗星

の木星衝突に関する話題が持ち上 が り，
この 件 に

関しては多くの投稿が なされた。本文で は
， その

顛末をドキ ュ メ ン タ リー
風にまとめ て み た．

2．　亅uly　8
，
Thursday

　今回の
一
連の メ イル の発端は，7月7 日の朝 日新

聞夕刊に載っ た記事であっ た。こ の記事を見た電

気通信大の 柳沢正久氏が，この 記事の 信憑性に つ

い て 7 月 8 日午前 10時 39分に メ イ リン グ ・リス ト

に問い 合わせ を行な っ た，こ の記事に対 して最初

に 反応 したの は 10時 58分の 高木 の 記事であっ た．

その 内容は，この事が既に NetNews で話題になっ

てお り，信憑性の高 い もの であることを指摘 した

が，それ 以上 の 内容はな い もの で あっ た．科学的

な内容を含んだ最初の応答は，11時 20分の ア ス テ

ッ ク の 長谷川均氏か らの もの で あっ た．そ の 中 で

は，この彗星の木星中心及び太陽中心の 軌道要素

が述 べ られてい た．午後になると長谷川氏 ， 国立

天文台の渡部潤一氏，東京大学理学部の 小林直樹

氏か ら次 々 と投稿が あり， 彗星 の 衝突は地球か ら

見て裏側で起こ る こ と等の情報が寄せ られた．ま

た，惑星形成過程 ・木星 の 内部構造の 研究に有用

な情報が選られ る好機で ある こ とが指摘 された，

そ して ，この好機を活用するため に は観測計画 の

検討が 必要 で ある こ と，その ため の事前 の 研 究会

を開 く必要のある こ となどが提案 された．ち ょ う

ど7 月22日と23 日に木星に関する シ ンポ ジウ ムが

東大で 開かれる こ とも小林氏か ら紹介された．こ

の 日の締め くくりは，19時47 分 と20時 07分 に京

都大学超高層電波研究セ ン タ
ー

の 山中大学氏か ら

寄せ られた ， 衝突に対 す る木星大気の レ ス ポ ン ス

に関する 2通の投稿で あっ た．そ の 中で は
，

こ の

衝突に よる木星大気の 擾乱 の 水平ス ケ ール が意外

に小さ く数千 km で あ る こ とが見積もられ て い た．

この 日の Shoemaker−Levy 第9彗星の 木星衝突に

関 して の投稿は
， 計 9通 となっ た （リス ト1＞．

3． Anonymous　FTP

　そ の後，メ イ リ ン グ ・リス トに 流 され る記事の

数は，7 月 8 日程 の こ とは無 くなっ たが， 国立天文

台の木下宙氏，渡部潤
一
氏 ， 通信総研の吉川真氏

等か ら幾つ もの重要 な記事が流された．その 内容

に関しては ， 本特集の他の記事で 詳 しく紹介され

る で あろ うか ら省略するが，特に計算機ネ ッ トワ

ー
クを用 い た情報交換として の特色が有 っ たの は
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7 月 22 日に流 され た吉川氏の 記事で ある ．こ の記

事で は ，そ の 1週間程前に流 された軌道要素を基

に計算した軌道要素の変化 と木星を中心 とした軌

道の図をポ ス ト ・ス ク リプ トの フ ァ イ ル に した こ

と，その フ ァ イル を anonymous 　ftpで 公 開 して い

ることが ア ナウ ン ス された．そ の 中の
一

つ を図 1

に示す．こ の記事を見て，早速 フ ァ イ ル を取 り寄

せ て 出力 して み た者は多か っ た よ うだが ，そ の 感

想 は 「こ の 図を見れば確かに木星 に衝突するの が

良くわかる」 とい うもの だっ た．

4． ljw　 News

　こ の 出来事に関しては，日本で もe−mail による

議論が活発であっ たが
， 海外で は

， さらに盛ん に

議論が行 われ て い る．特 に International　Jupiter

Wateh　Atmospheres 　Team を中心に した議論は活発

で ある．その 要約は，JPL の Glenn　Orton氏に よ

り IJW　news と して 週 1 〜2 回 の割合で まとめ ら

れ て い る ．木下宙氏か ら の依頼 に よ り，
こ の IJW

news が Glenn　Orton氏 よ り直接惑星科学 メ イリ ン

グ
・
リス トへ 送 られて くるようにな り，その 総数

は 9月末までに ll 通にな っ た．それ らを眺め て

い る と，ア メ リ カ等の研究者の や り取 りの 様子 を

知ることがで きて 大変興味深い もの がある，

5， Mailing　List　and 　NetNews

　今回の 出来事は，こ の ような重要かつ 緊急の 問

題に対する情報交換の 手段 と して ，e−mail が非常

に有効で ある こ とを示した と い える．今後も，
こ

の よ うな問題に対 して惑星科学 メ イリ ン グ ・リス

トを活用 して 頂きた い ．

　また ， 計算機ネ ッ トワ
ー

ク を用 い た メ ッ セ
ー

ジ

の交換に は
， 電子メール の 他に NetNews とい う方

法がある．これは
， 不特定多数の者に対する メ ッ

セ ージを交換する シ ス テ ム で，やは りア メ リカ で
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盛ん に行われ て い る．中で も sci．space ．news とい

うニ ュ
ーズ ・グ ル ープには各探査機の statUs　report

や NASA 　headline　news とい っ た記事が流 されて

い る．日本で も fj．sci．astro とい うニ ュ
ーズ ・グル

ー
プがあ り，先に も述べ たように Sh  maker −Levy

第9彗星 の 件に関 して も幾つ か の記事が流され て

い た． しか し，その sci とい う名前に も係 らず，

科学的 な事柄 に 関して の 議論はあまり行われ て い

な い ．そこ で
， 科学的な議論を行なう専門の ニ ユ

ーズ ・グル ープを作ろ うとい う動きが東京大学の

林祥介氏 を中心 と して 進め られ
， 実際の 運用 も始

まっ て い る．惑星科学 メ イ リ ン グ ・リス トで は，

この ニ ュ
ーズ ・グル ープとの 相互乗 り入れ を計画

して い る．また，惑星科学に関連 した種々 の デ ー

タを anonymous 　ftPでサ
ー

ビスする計画 もある．

　以上 の 計画 を実行 し，活用 して い ただ くた め に

は，運用 マ シ ン の 信頼性 ・安定性 の 向上
， 機能の

強化な どが 必要で あり， 現在 メ イリ ン グ ・リス ト

の 運用を して い る マ シ ン で は不都合な点が幾 つ か

ある．そこ で
， 近々 （こ れ は非常に近い 将来とい

（
⊃
く

）

N

　　ShoemGker − Levy （1993e ）
Orbit　 by　 Yeonnons 　 qnd 　Choudas　〈 1993 −7− 14＞

o ．3

0

一
〇，3

　 　 　 　 　 一．3　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 0 ．3

　　　　　　　　　　　y（AU ）

図 1．通信 総研 の 吉川真氏 に よ り anonymous 　ftPで 公開 され

た 図の
一

部 （木 星を中心 と した Shoemaker−Levy 彗星 の 軌

道）。 よ り計算時間を拡張 した 図 と詳 しい 説 明 は、本特 集 の

吉 川氏の 記事に あるの で 参照 の こ と。
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うこ とで ，場・合に よ っ て は本文を載せ た会誌が発

行 さ れ る 以前に） マ シ ン の 変更 を行な う予定に し

て い る．従っ て ，
メ イ リ ン グ ・リス トの ア ドレ ス

等も変更 になる予定である．詳 しい 内容は決定次

第，惑星科学 ニ ュ
ーズ レ ター及び メ イ リ ン グ ・リ

ス ト自体でお知 らせする の で注意願 い た い ．

■ リス ト1 ． SL 彗星の木星衝突に関 して 7 月 8 日 に流され た 記事

　 1．From ：yanagi＠ flare．ee ．uec ．ac．jp（Masahisa　Yanagisawa）

　　 Message−ld：＜9307080139．M18196 ＠flare．ee．uec ．ac．jp＞

　　 Date：Thu，08　Jul　9310 ：39：15　JST

　 2．From ：f43664g＠ nu   ．cc．nagoya −u ．ac．jp（Yasuhiko　Takagi）

　　 Message−ld：＜9307080158．AAOl547 ＠nucc ．  ．nagoya −u ．ac．jp＞

　　 Date：Thu ， 81ul　9310：58：32　JST

　 3．From ：Hitoshi　HASEGAWA ＜hh＠astec．co ．jp＞

　　 Message−ld：〈9307080219，AA13641＠amont ．astec ．co ．jp＞

　　 Date ：Thu ， 08　Ju】9311：19：52　JST

　4．From ：Hitoshi　HASEGAWA ＜hh＠ astec ．co ．jp＞

　　 Message−ld：＜9307080437．AA14402 ＠amont ．astec ．co ．jp＞

　 　 Date ：Thu ，08　Jul　9313 ：37：42　JST

　5．From ：Watanabe　Jun−ichi　　　　　　　 ＜owatana ＠cLmtk ．nao ．ac．jp＞

　　 Message・ld：＜9307080630．AAO3953 ＠cl ．mtk ．nao ．ac ．jp＞

　　 Date：Thu ， 81u19315 ：30：07　JST

　6．From ：Naoki　Kobayashi＜shibata ＠gpsunO3 ．geoph ．s．u −tokyo ．ac．jp＞

　　 Message−ld：＜9307080854．AAO3182＠gpsunO3 ．geoph ．s．u−tokyo．ac．jp＞

　　 Datc：Thu ， 8Ju19317 ：54：17　JST

　 7．Frorn：Hitoshi　HASEGAWA ＜hh＠ astec ．co ．jp＞

　　 Message−ld：＜9307080954．AA16409 ＠amont ．astec ．co ．jp＞

　　 Date：Thu，08　Jul　9318 ：54：14　JST

　8．From：yamanaka＠ rasc3 ．kurasc．kyoto−u ．ac．jp（Manabu 　D ．　Yamanaka ）

　　 Message−Id：＜9307081046．AA28045＠ rasc3 ，kurasc．kyoto−u．ac．jp＞

　　 Date：Thロ，8Jul　9319 ：46：31　JST

　9，From ：yamanaka＠rasc3 ．kurasc．kyoto−u．ac．jp（Manabu 　D．　Yamanaka）

　　 Message−ld：＜9307081106．AA28662＠ rasc3 ．kurasc．kyoto−u．ac．jp＞

　　 Date：Thu
， 8Jul　9320：05：53　JST

なお ， 本文中の 時刻は全て メ イリ ン グ ・リス トを運用 して い る planeta．sci、isas，acjp に メ ッ セ ージが到着し

た時刻に より示して い る．
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